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TreeFoamによるmultiRegionモデルの作成方法

メッシュ作成
↓

fieldにデータセット
↓

領域分割
↓

流体・固体領域に
ファイルセット

↓
固体の材料セット

↓
境界条件セット

setFields

snappyHexMesh

ｓｐｌｉｔＭｅｓｈ

ｆvSolution、
各Properties　等

thermophysicalProperties

各region毎に設定

リスト形式データで処理

リスト形式データで処理

GUIで処理

GUIで処理

リスト形式データで処理

gridEditorで処理

領域分割した段階で、領域間の境界条件は、
T、U fieldのみpatch内容が設定される。
他のepcilon, k, p, p_rghは、zeroGradientの設定なので、
再設定する必要がある。
　→領域分割時に境界条件を設定

流体・固体領域専用folderを準備しているが、
この中のfileを手動でコピーしている
　→領域分割時にコピー



  

領域分割後の境界条件
　　＜現状の状態＞

T、U は、設定されている T、U 以外は、「zeroGradient」
　　再設定する必要がある。



  

領域分割後の境界条件
　　＜修正後＞

・変数が設定されている
・internalFieldが変数として設定されている



  

領域分割後の境界条件
　　＜修正後＞

領域間の境界条件が全て設定されている。



  

fieldの内容

includeFileを設定

wildCard「.*._to_.*」を使ってregion間のpatch名を指定。
変数「$：wallToRegion.U」を使ってpatch内容を指定。

変数「$iniVelocity」でinternalFieldの値を設定



  

includeFileの内容

変数定義の内容

変数「$.wallToRegion.U」の内容

変数「$zeroVerocity」を使用

＜boundaryConditionsFluidの内容＞ ＜variableSettingの内容＞



  

includeFileと各fieldの作成方法
「regionWallBoundaryConditionsDict」により指示して作成する

includeDirを指定

変数を定義 internalFieldの設定
　変数で設定する
　ここにリストアップ

regionWallBoundaryConditionsDictの内容



  

境界条件の設定

流体の境界条件

固体の境界条件

領域分割前に、system/regionWallBoundaryConditionsDictを準備することで、
Dict内容に従って、includeファイルを作成し、境界条件を設定する。



  

TreeFoam上の操作

caseを選択
（領域分割直前の状態）

クリック

クリックして
　　領域分割開始



  

流体、固体のregionを指定
regionを指定した後

この設定により、「regionProperties」が作成され、
新しいcase「regCase」が出来上がる。

領域分割時、「regionWallBoundaryConditionsDict」
の設定に従って、includeファイルを作成し、
境界条件を設定する。
case内に「regionWallBoundaryConditionsDict」が存在しなかった場合は、
TreeFoam/data/multiRegionDBフォルダ内からOFバージョンに合うDictをコピーする



  

領域分割後の状態

「T」fieldの内容

region間の境界条件は、設定できている。



  

領域分割後に、境界条件を修正する場合（Dictを編集する場合）

caseを選択
（領域分割直前の状態）

クリック

クリック（新しく追加）



  

regionBoundaryEditorが起動する

この画面上で、
regionWallBondaryConditionsDictの内容を修正し、
internalField、境界条件を再設定する事ができる。



  

multiRegionの境界条件について

OFのversionで境界条件が変わってきている。
このたびに、プログラムを書き換え対応し、ver１．６から２．３まで対応してきた。

type            solidWallMixedTemperatureCoupled;
neighbourFieldName  T;
K               K;
value           uniform 0;

type            compressible::turbulentTemperatureCoupledBaffleMixed;
value           uniform 300;
neighbourFieldName  T;
K               basicThermo;
KName           none;

type            compressible::turbulentTemperatureCoupledBaffleMixed;
value           uniform 300;
neighbourFieldName  T;
kappa           fluidThermo;
kappaName       none;

type            compressible::turbulentTemperatureCoupledBaffleMixed;
value           uniform 300;
Tnbr            T;
kappa           fluidThermo;
kappaName       none;

OF1.７
以前

OF2.0

OF2.2

OF2.3



  

今回、regionWallBoundaryConditionsDictを作り、これで全てのregion間
の境界条件を設定できる様に修正した。
（今後は、Dictファイルを準備するだけ、プログラムの変更はしなくて済む。）

現状、OF2.2と2.3用のDictファイルを作っている。
現在のOFのversionに応じてdefaultのDictファイルがコピーされる。

TreeFoam
　data
　　multiRegionDB
　　　regionWallBoundaryConditionsDict_2.2.0
　　　regionWallBoundaryConditionsDict_2.3.0

OF2.1以前は、「”.*”」や「$:wallToRegion.T」が使えないので、未対応。



  

field内変数、patch名について

tutorialsの「cavity」で確認

wildCardで設定

inGroupsで設定

movingWallには（2 0 0）が設定

＜boundaryの内容＞

＜U fieldの内容＞



  

patch内容の設定には、優先順位がある。
　1.　直接patch名を指定
　2.　inGroupsで指定
　3.　waildCardで指定

movingWallには（2 0 0）が設定



  

patchの上書きについて

inGroups

wildCard

この内容に上書き

この内容に上書き

inGroupsが優先するので、
（2.5 0 0）が設定される

inGroupsを2ヶ設定



  

movingWallを再設定

MovingWallが上書きされ（2 0 0）が設定される



  

field内変数について

MovingWallには、最終的に（10 0 0）が設定される。
gridEditorでも上記のように解釈する。

「$:variableType.hig」の様な階層型変数のアクセス先は
boundaryFieldの外なので、外側に定義する。



  

このタイプ（階層型変数）の変数定義は、
boundaryFieldの外側にしか定義できない。

このタイプは、boundaryFieldの内外両方
に定義できる



  

MovingWallには、最終的に（10 0 0）が設定される。



  

変数定義では、ネスティングが可能になる。

実行すると、OpenFOAMはちゃんと判断する。
gridEditor側もネスティングが可能。
　gridEditor側は、10回までのネスティング
　リミットをかけている



  

階層型変数の段数は、2段以上でもOK。
この例では、「$:aaa.aa.b.d」で確認。



  

まとめ

multiRegionについては、TreeFoamを使うことによって、
領域分割後は、純粋なpatchだけに境界条件を設定すれば済む。
後は、材料を設定すれば、計算する事ができる。

field内変数については、当初、記述の順番に変数を解釈すると思っていたが、
変数解釈には、優先順位がある事がわかり、gridEditorを修正。
（前回のバージョン2.3は、記述の順番で解釈している。）
今回、「".*”」や「$:wallToRegion.U」を設定するに当たり、調べた結果、判明。
今回のバージョン2.4より対応している。
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